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探求する中で，「こわさの大元は何か？」について
の共通了解を「想像してしまうこと」に見いだした，
という展開が挙げられます。さらに児童らはこの
共通了解から，怒られそうな時に「どうして正直
に名乗り出ることができないの？」という問いの
連鎖を生み出し，この問いをめぐる議論を通して，
判断の基準についての新たな共通了解を導き出し
ていきました。
これらの事例に共通する児童の学ぶ姿は，議論
し考え続ける市民に求められるもの，つまり（1）
他者と関わり，自己のあり方を見つめる（2）批判的・
多面的・論理的思考を培う（3）共同体での探求と
問い続ける姿勢，をそのまま示すものです。学ぶ
題材は子どもの言葉と興味・関心から得られ，ま
た題材を通じて複数の価値を架橋できます。そし
てこの「てつがく」科を中心とする学校教育を通
して，子どもは視点や場面を変えながら自己と他
者，世界を相互に結びつけて探求し，「私」を更新
していきます。道徳教育もまた，このような広い
視野のもとに包括されているのです。
このような「てつがく」の実行と発展は，教師
自身が“てつがくする”ことから始まります。具
体的に“てつがくする”とは，題材についての「問
いの構造」を広げ，子どもたちに育てたいコンピ
テンシーが何かを想定し，目の前の子どもたちの
反応や言葉から探求の方向や具体的な問いを絞
り，自らの教科観，教育観を問い直す，といった
ことです。このような“てつがくする”ことを対
話的に進めていくことによって，教師もまた教育
についての共通了解をつくり出していくことにな
ります。
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